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史実性 とデザイ ン

本郷文夫

福岡市は旧博多部である御供所 ・冷泉地

区を歴史的地区として範囲指定し,道 路整

備 ・町屋の修復の計画 と同時に,そ れら地

区のサインの整備を計画 している。本研究

は,固 有の歴史性をもつ地区を訪れる歩行

者へ向けて 「サインの在 り方」を計画する

ことを目的とする。

計画範囲は福岡市でも寺社の数が圧倒的

に多く歴史的資源に富む地区である。御供

所 ・冷泉地区(以 下,本 地区とする)は,

伝統的祭である博多祗園山笠の 「かき山」

の経路でもある。 このような歴史地区を再

確認するためにもフィール ド調査を第一に

実施した。第二には本地区の伝統 ・文化に

関する文献を収集し,地 区の歴史性を各時

代の流れに沿って検討した。中でも博多の

歴史の一断面を視覚的に見せて くれたのは,

奥村玉蘭の描いた 『筑前名所図会』,それ

に黒田家に保存されていた古地図 『福岡城

下町 ・博多 ・近隣古図』(1812)で ある。

『筑前名所図会』は文政4年(1821)頼

山陽の序文を得て脱稿 され全10巻 から成る。

内容 は246件 の挿図があ り,古 跡 ・歴史的

伝説等65件,人 物15件,事 件性のあるもの

80件に及んでいる。これは,歴 史絵図とし

て構成され,江 戸末期の筑前の風物を確か

な眼で捉えた貴重なものである。

『福岡城下町 ・博多 ・近隣古図』は,縦

223.2cm,横266.5cmと 大きく,文 字の記入

も多い。図上では博多町割のあり様が見て

とれ,周 囲の山々は絵画的な鳥瞰図となっ

ている。通 り名/町 名/寺 社の位置/山 々

/日 の出の太陽,そ れに地名の由来等,当

時の状況を今に伝 える。博多関係の古地図

は16種収集したが,こ の古図が博多古図の

べ一スマップであるといえる。地誌的性格

を備えた学術的価値の高い古図である。

これらの図会 ・古図を町のサインとして

の視覚表現 として活用することを考 える。

各史跡サインにおいて,今 の地図と昔の地

図を同時に見せること,そ の場に対応した

筑前名所図会を添えることにより,「かつ

てはこうであった ……」という過去 と現在

との比較から 「博多らしさ」を体験 させる

在り方をより実情に適合したかたちで計画

していかねばな らない。『福岡城下町 ・博

多 ・近隣古図』の本地区関係部分か らは,

町名が現在 と異なっていたとしても,か つ

ての町名のイメージで町を見ることもでき

る。地図上に同名の通 りがあれば今 も継承

されていることが分かる。今よりも広大で

あった寺社の敷地,太 閣町割の残存道路な

ども読み取れる。また筑前名所図会は俯瞰

する視線によって江戸期のあり様が細か く

描かれている。つまりこの読み取 ることの

逆の思考過程は,サ インに歴史を読み込む

ことにっながってゆくと考えられる。

歴史的環境に設置されるサインは,文 字

どおり歴史的内容のある情報を来訪者に伝

えるという役目を担っている。歴史書のよ

うに文字によって内容を伝えることは可能

であっても,サ イン計画における文字数に

は限界があることは明らかである。現在,

本地区に設置されている 「博多区観光案
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内」は,文 字情報によってそれぞれの歴史

的な一断面を提示している。その内容はき

わめて象徴的なものであったり,年 代的な

歴史的事実のみに終わってしまう。それぞ

れが持ち続ける歴史は,百 数十字の向こう

に留まったままである。しかし,文 字情報

によるサインのあり方としては,現 状のサ

インは適切なものといえる。文字により歴

史の糸口を来訪者に与える役目は果たして

いるのである。善導寺の説明板では,説 明

字数が多少増 えたために所蔵品等も提示さ

れている。歴史的内容をどこまで説明すれ

ばよいのか という議論は,サ インの場合に

は制限された字数の範囲内ということにな

る。各史跡を訪れて配布されているパンフ

レットには,よ り多 くの内容が読み取れる

であろう。

歴史的内容 とは何かを再び考える時,そ

こには文字によって知ることもあれば,絵

的なものや当時の地図か ら学ぶこともある

ことに気づ く。「図」 はある意味でイメー

ジであり見る側の解釈に委ねるところもあ

るが,も ののありようを伝えるには適した

媒体である。 どこの観光案内にもその土地

の地図がのっているように,文 字では伝え

にくい空間の把握が 「図」では容易なので

ある。

博多の歴史 ・文化を調べる際に,博 多に

関する書籍 ・図絵 ・古地図を資料 とした。

『筑前名所図会』に見 られる松囃子,博 多

祗園山笠,寺 社の図は,「かつてはこうで

あった……」 ということを,見 る者に直接

に印象づける。当時の人々の祭 りへの思い,

寺社のある通 りの様子が身近に感 じ取れる。

当時を直接に伝える 「図」は,文 字同様 に

あるいはそれ以上に歴史的内容を伝えうる

もの で あ る 。 そ こ に歴 史 地 区 に お け る サ イ

ン の 在 り方 へ の 新 た な 提 示 方 法 を見 い だ し

う る もの と考 え る 。
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